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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パケットを提供する基地局と、活性化期間及びスリープ期間をそれぞれ有する不連続受
信（ＤＲＸ）サイクルで前記基地局からのパケットを不連続的に受信する端末と、を含む
移動通信システムにおける前記端末のパケット受信方法であって、
　ＤＲＸサイクル長さに対する情報を含むＤＲＸサービスのための構成情報を前記基地局
から受信するステップと、
　前記基地局から１番目のパケットが受信される時点をＤＲＸサイクルの開始時点として
設定するステップと、
　前記ＤＲＸサイクルの開始時点から開始される活性化期間の間に前記基地局からのパケ
ットを受信するステップと、
　前記活性化期間からスリープ期間に転換し、次の活性化期間を待機するステップと、　
を具備し、
　前記スリープ期間の開始時点は、前記活性化期間の終了時点として設定され、前記スリ
ープ期間の終了時点は、前記活性化期間の開始時点から前記ＤＲＸサイクル長さだけ離れ
た時点として設定されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＤＲＸサービスのための構成情報は、前記ＤＲＸサイクル毎に受信されるパケット
の個数に対する情報をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記活性化期間からスリープ期間へ転換するステップは、前記ＤＲＸサイクル毎に受信
されるパケットの個数が受信された時点として設定される前記活性化期間の終了時点に、
前記活性化期間から前記スリープ期間へ転換するステップを含むことを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＲＸサイクルの開始時点を設定するステップは、前記基地局から受信される１番
目のパケットが前記ＤＲＸサービスのためのパケットである場合に、前記１番目のパケッ
トが受信される時点を前記ＤＲＸサイクルの開始時点として設定するステップを含むこと
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を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＤＲＸサービスのためのパケットは、ボイスオーバーインターネットプロトコル（
ＶｏＩＰ）サービスのためのパケットであることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局からパケットを受信するステップは、前記ＤＲＸサイクル毎に受信されるパ
ケットの個数だけのパケットを受信するステップを具備することを特徴とする請求項２に
記載の方法。
【請求項７】
　前記ＤＲＸサイクルの開始時点を設定するステップは、前記１番目のパケットが受信さ
れる前に前記１番目のパケットに対する制御情報が受信された場合、前記１番目のパケッ
トに対する制御情報が受信された時点を前記ＤＲＸサービスの開始時点として設定するこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　パケットを提供する基地局と、活性化期間及びスリープ期間をそれぞれ有する不連続受
信（ＤＲＸ）サイクルで前記基地局からのパケットを不連続的に受信する端末と、を含む
移動通信システムにおける前記端末のパケット受信装置であって、
　前記基地局からＤＲＸサイクル長さに対する情報を含むＤＲＸサービスのための構成情
報を受信する受信部と、
　前記基地局から一番目のパケットが受信される時点をＤＲＸサイクルの開始時点として
設定し、前記ＤＲＸサイクルの開始時点から開始される活性化期間の間に前記基地局から
のパケットを受信するように前記受信部を制御し、前記活性化期間からスリープ期間へ転
換して次の活性化期間を待機する制御部と、を具備し、
　前記スリープ期間の開始時点は、前記活性化期間の終了時点として設定され、前記スリ
ープ期間の終了時点は、前記活性化期間の開始時点から前記ＤＲＸサイクル長さだけ離れ
た時点として設定されることを特徴とする装置。
【請求項９】
　前記ＤＲＸサービスのための構成情報は、前記ＤＲＸサイクル毎に受信されるパケット
の個数に対する情報をさらに具備することを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記ＤＲＸサイクル毎に受信されるパケットの個数だけパケットが受信
された時点として設定される前記活性化期間の終了時点に、前記活性化期間から前記スリ
ープ期間への転換を制御することを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記基地局から受信される一番目のパケットが前記ＤＲＸサービスのた
めのパケットである場合に、前記一番目のパケットが受信される時点を前記ＤＲＸサイク
ルの開始時点として設定することを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＤＲＸサービスのためのパケットは、ボイスオーバーインターネットプロトコル（
ＶｏＩＰ）サービスのためのパケットであることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記受信部は、前記ＤＲＸサイクル毎に受信されるパケットの個数だけのパケットを受
信することを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記１番目のパケットが受信される前に前記１番目のパケットに対する
制御情報が受信された場合、前記１番目のパケットに対する制御情報が受信された時点を
前記ＤＲＸサービスの開始時点として設定することを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　パケットを提供する基地局と、活性化期間及びスリープ期間をそれぞれ有する不連続受
信（ＤＲＸ）サイクルで前記基地局からのパケットを不連続的に受信する端末と、を含む
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移動通信システムにおける前記端末のパケット受信方法であって、
　ＤＲＸサイクル長さに対する情報を含むＤＲＸサービスのための構成情報と、持続的送
信リソースに対する送信リソース割り当て期間の長さ情報とを前記基地局から受信するス
テップと、
　前記送信リソース割り当て期間の間に、前記基地局から持続的送信リソース割り当て情
報が受信されるか否かを判断するステップと、
　前記持続的送信リソース割り当て情報が受信された場合、前記持続的送信リソース割り
当て情報が受信された時点をＤＲＸサイクルの開始時点として設定するステップと、
　前記ＤＲＸサイクルの開始時点から開始される活性化期間の間に、前記持続的送信リソ
ース割り当て情報に従う持続的送信リソースを使用して前記基地局からパケットを受信す
るか、前記基地局にパケットを送信するステップと、
　前記活性化期間からスリープ期間に転換して、次の活性化期間を待機するステップと、
を具備し、
　前記スリープ期間の開始時点は、前記活性化期間の終了時点として設定され、前記スリ
ープ期間の終了時点は、前記活性化期間の開始時点から前記ＤＲＸサイクル長さだけ離れ
た時点として設定されることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記基地局からパケットを受信するか、前記基地局にパケットを送信するステップは、
　前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースが逆方向送信リソース
である場合、前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースを使用して
前記基地局にパケットを送信するステップと、
　前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースが順方向送信リソース
である場合、前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースを使用して
前記基地局からパケットを受信するステップと、を含むことを特徴とする請求項１５に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記ＤＲＸサービスは、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サービ
スであることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　パケットを提供する基地局と、活性化期間及びスリープ期間をそれぞれ有する不連続受
信（ＤＲＸ）サイクルで前記基地局からのパケットを不連続的に受信する端末と、を含む
移動通信システムにおける前記端末のパケット受信装置であって、
　前記基地局からＤＲＸサイクル長さに対する情報を含むＤＲＸサービスのための構成情
報と、持続的送信リソースに対する送信リソース割り当て期間の長さ情報とを受信する受
信部と、
　前記基地局にパケットを送信する送信部と、
　前記送信リソース割り当て期間の間に、前記基地局から持続的送信リソース割り当て情
報が前記受信部で受信されるか否かを判断し、
　前記持続的送信リソース割り当て情報が受信された場合、前記持続的送信リソース割り
当て情報が受信された時点を前記ＤＲＸサイクルの開始時点として設定し、 　
　前記ＤＲＸサイクルの開始時点から開始される活性化期間の間に、前記持続的送信リソ
ース割り当て情報に従う持続的送信リソースを使用して前記基地局からパケットを受信す
るか、前記基地局にパケットを送信するように前記受信部及び送信部を制御し、
　前記活性化期間からスリープ期間に転換して、次の活性化期間を待機する制御部と、を
具備し、
　前記スリープ期間の開始時点は、前記活性化期間の終了時点として設定され、前記スリ
ープ期間の終了時点は、前記活性化期間の開始時点から前記ＤＲＸサイクル長さだけ離れ
た時点として設定されることを特徴とする装置。
【請求項１９】
　前記制御部は、
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　前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースが逆方向送信リソース
である場合、前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースを使用して
前記基地局にパケットを送信するように前記送信部を制御し、
　前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースが順方向送信リソース
である場合、前記持続的送信リソース割り当て情報に従う持続的送信リソースを使用して
前記基地局からパケットを受信するように前記受信部を制御することを特徴とする請求項
１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＤＲＸサービスは、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サービ
スであることを特徴とする請求項１８に記載の装置。
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